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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月12日(2011.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無端移動する表面に潜像を担持するための潜像担持体と、該表面に潜像を書き込む潜像
書込手段と、該潜像書込手段を保持しながら第１位置と第２位置との間を移動することで
、自らが保持している該潜像書込手段を書込動作位置と待避位置との間で移動させる保持
体と、該潜像担持体に担持された潜像を現像する現像手段とを備える画像形成装置におい
て、
上記保持体として、上記潜像書込手段に設けられた被保持部を遊動可能に保持しつつ該潜
像書込手段を付勢手段によって所定方向に付勢することで上記書込動作位置から離間した
状態の該潜像書込手段の該被保持部を自らの被突き当て部に突き当てるものを用い、
互いに異なる方向に延在する複数の当接面を該保持体に設け、
それら複数の当接面に当接する曲面と、該潜像書込手段の位置決め基準位置に配設された
位置決め基準部位とを該被保持部に設け、
該書込動作位置にある該潜像書込手段の該位置決め基準部位を位置決めするための位置決
め部を画像形成装置内に設け、
上記付勢手段によって該被保持部を該複数の当接面に向けて付勢することで、上記待避位
置にある該潜像書込手段の該被保持部の該曲面を該複数の当接面に当接させ、且つ該書込
動作位置にある該潜像書込手段の該被保持部の該位置決め基準部位を該位置決め部に当接
させるようにしたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　請求項１の画像形成装置において、
上記第１位置にある上記保持体の上記付勢手段に対して、その付勢方向にて上記被突き当
て部よりも上記位置決め部を近くに位置させるようにしたことを特徴とする画像形成装置
。
【請求項３】
　請求項１又は２の画像形成装置において、
画像形成装置内の上記位置決め部を、上記第１位置にある上記保持体における上記付勢手
段の付勢方向の延長線上に配設したことを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の画像形成装置において、
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上記被突き当て部として、上記被保持部の突き当たりに伴って圧縮変形する材料からなる
ものを用いたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れかの画像形成装置において、
画像形成装置内で上記潜像担持体を支持する支持体として、該潜像担持体を該潜像担持体
の動作位置から上記潜像書込手段の書込動作位置に向けて案内する案内部を設けたものを
用い、該潜像担持体を該案内部内でスライド移動させて該支持体に対して着脱するように
し、且つ、上記保持体として、上記第１位置にて潜像担持体又はこれを内包するケーシン
グを該潜像担持体の動作位置に向けて付勢する第２付勢手段を有するものを用いたことを
特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れかの画像形成装置において、
上記付勢手段に上記潜像書込手段の上記被保持部を付勢させるようにしたことを特徴とす
る画像形成装置。
【請求項７】
　請求項６の画像形成装置であって、
上記保持体が、自らに設けられた貫通開口に挿入された上記被保持部と該貫通開口の内周
面とのクリアランスの範囲内で該被保持部を遊動可能に保持するものであり、上記被突き
当て部の複数の上記当接面が、該内周面を構成する複数の面の少なくとも２つであり、且
つ、該複数の面における少なくとも他の１つが上記付勢手段を固定するための付勢手段固
定面であることを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れかの画像形成装置において、
上記潜像書込手段として、光走査によって上記潜像担持体に潜像を書き込むものを用い、
該潜像書込手段の光走査方向の一端部と他端部とにそれぞれ上記被保持部を設け、且つ、
上記保持体における該光走査方向の一端部と他端部とにそれぞれ上記被突き当て部を設け
たことを特徴とする画像形成装置。
【請求項９】
　無端移動する表面に潜像を担持するための潜像担持体と、該表面に潜像を書き込む潜像
書込手段と、該潜像書込手段を保持しながら第１位置と第２位置との間を移動することで
、自らが保持している該潜像書込手段を書込動作位置と待避位置との間で移動させる保持
体と、該潜像担持体に担持された潜像を現像する現像手段とを備える画像形成装置に用い
られる、該潜像書込手段と該保持体とを有する移動ユニットにおいて、
上記保持体として、上記潜像書込手段の所定位置に設けられた被保持部を遊動可能に保持
しつつ該潜像書込手段を付勢手段によって所定方向に付勢することで上記待避位置にある
該潜像書込手段の該被保持部を自らの被突き当て部に突き当てるものを用い、
互いに異なる方向に延在する複数の当接面を該保持体に設け、
それら複数の当接面に当接する曲面と、該潜像書込手段の位置決め基準位置に配設された
位置決め基準部位とを該被保持部に設け、
該書込動作位置にある該潜像書込手段の該位置決め基準部位を位置決めするための位置決
め部を画像形成装置内に設け、
上記付勢手段によって該被保持部を該複数の当接面に向けて付勢することで、上記待避位
置にある該潜像書込手段の該被保持部の該曲面を該複数の当接面に当接させ、且つ該書込
動作位置にある該潜像書込手段の該被保持部の該位置決め基準部位を該位置決め部に当接
させるようにしたことを特徴とする移動ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、無端移動する表面に潜像を担持するた
めの潜像担持体と、該表面に潜像を書き込む潜像書込手段と、該潜像書込手段を保持しな
がら第１位置と第２位置との間を移動することで、自らが保持している該潜像書込手段を
書込動作位置と待避位置との間で移動させる保持体と、該潜像担持体に担持された潜像を
現像する現像手段とを備える画像形成装置において、上記保持体として、上記潜像書込手
段に設けられた被保持部を遊動可能に保持しつつ該潜像書込手段を付勢手段によって所定
方向に付勢することで上記書込動作位置から離間した状態の該潜像書込手段の該被保持部
を自らの被突き当て部に突き当てるものを用い、互いに異なる方向に延在する複数の当接
面を該保持体に設け、それら複数の当接面に当接する曲面と、該潜像書込手段の位置決め
基準位置に配設された位置決め基準部位とを該被保持部に設け、該書込動作位置にある該
潜像書込手段の該位置決め基準部位を位置決めするための位置決め部を画像形成装置内に
設け、上記付勢手段によって該被保持部を該複数の当接面に向けて付勢することで、上記
待避位置にある該潜像書込手段の該被保持部の該曲面を該複数の当接面に当接させ、且つ
該書込動作位置にある該潜像書込手段の該被保持部の該位置決め基準部位を該位置決め部
に当接させるようにしたことを特徴とするものである。
　また、請求項２の発明は、請求項１の画像形成装置において、上記第１位置にある上記
保持体の上記付勢手段に対して、その付勢方向にて上記被突き当て部よりも上記位置決め
部を近くに位置させるようにしたことを特徴とするものである。
　また、請求項３の発明は、請求項１又は２の画像形成装置において、画像形成装置内の
上記位置決め部を、上記第１位置にある上記保持体における上記付勢手段の付勢方向の延
長線上に配設したことを特徴とするものである。
　また、請求項４の発明は、請求項１乃至３の画像形成装置において、上記被突き当て部
として、上記被保持部の突き当たりに伴って圧縮変形する材料からなるものを用いたこと
を特徴とするものである。
　また、請求項５の発明は、請求項１乃至４の何れかの画像形成装置において、画像形成
装置内で上記潜像担持体を支持する支持体として、該潜像担持体を該潜像担持体の動作位
置から上記潜像書込手段の書込動作位置に向けて案内する案内部を設けたものを用い、該
潜像担持体を該案内部内でスライド移動させて該支持体に対して着脱するようにし、且つ
、上記保持体として、上記第１位置にて潜像担持体又はこれを内包するケーシングを該潜
像担持体の動作位置に向けて付勢する第２付勢手段を有するものを用いたことを特徴とす
るものである。
　また、請求項６の発明は、請求項１乃至５の何れかの画像形成装置において、上記付勢
手段に上記潜像書込手段の上記被保持部を付勢させるようにしたことを特徴とするもので
ある。
　また、請求項７の発明は、請求項６の画像形成装置であって、上記保持体が、自らに設
けられた貫通開口に挿入された上記被保持部と該貫通開口の内周面とのクリアランスの範
囲内で該被保持部を遊動可能に保持するものであり、上記被突き当て部の複数の上記当接
面が、該内周面を構成する複数の面の少なくとも２つであり、且つ、該複数の面における
少なくとも他の１つが上記付勢手段を固定するための付勢手段固定面であることを特徴と
するものである。
　また、請求項８の発明は、請求項１乃至７の何れかの画像形成装置において、上記潜像
書込手段として、光走査によって上記潜像担持体に潜像を書き込むものを用い、該潜像書
込手段の光走査方向の一端部と他端部とにそれぞれ上記被保持部を設け、且つ、上記保持
体における該光走査方向の一端部と他端部とにそれぞれ上記被突き当て部を設けたことを
特徴とするものである。
　また、請求項９の発明は、無端移動する表面に潜像を担持するための潜像担持体と、該
表面に潜像を書き込む潜像書込手段と、該潜像書込手段を保持しながら第１位置と第２位
置との間を移動することで、自らが保持している該潜像書込手段を書込動作位置と待避位
置との間で移動させる保持体と、該潜像担持体に担持された潜像を現像する現像手段とを
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備える画像形成装置に用いられる、該潜像書込手段と該保持体とを有する移動ユニットに
おいて、上記保持体として、上記潜像書込手段の所定位置に設けられた被保持部を遊動可
能に保持しつつ該潜像書込手段を付勢手段によって所定方向に付勢することで上記待避位
置にある該潜像書込手段の該被保持部を自らの被突き当て部に突き当てるものを用い、互
いに異なる方向に延在する複数の当接面を該保持体に設け、それら複数の当接面に当接す
る曲面と、該潜像書込手段の位置決め基準位置に配設された位置決め基準部位とを該被保
持部に設け、該書込動作位置にある該潜像書込手段の該位置決め基準部位を位置決めする
ための位置決め部を画像形成装置内に設け、上記付勢手段によって該被保持部を該複数の
当接面に向けて付勢することで、上記待避位置にある該潜像書込手段の該被保持部の該曲
面を該複数の当接面に当接させ、且つ該書込動作位置にある該潜像書込手段の該被保持部
の該位置決め基準部位を該位置決め部に当接させるようにしたことを特徴とするものであ
る。


	header
	written-amendment

